














































































































































































































































































































































































































（３）　Житие митрополита Филиппа (Подготовка текста, перевод и комментарии И.А. Лобаковой) // Библиотека 
литературы Древней Руси. Т. 13, СПб., 2000. С. 18-741, 846-852.
（４）　ワシーリイ３世（1479─1533）のこと。1505年から大公。イワン３世ワシーリエヴィチのソフィア・パレ
オロガとの二度目の結婚で生まれた長男。モスクワを中心とした国土統一事業を過酷な手段を用いて遂行し
つつ、ノヴゴロド、プスコフ、リャザンの貴族たちを積極的に自らの宮廷に取りこんだ。
（５）　ステパン・イワノヴィチ・コルイチェフ（1537年以前に没）のこと。イワン３世のもとでノヴゴロド代官
であったイワン・コルイチェフの息子。イワン雷帝の知恵遅れの弟、ゲオルギイ・ワシリエヴィチ公の後見
人でもあった。
（６）　1507年２月11日に生まれた。彼の守護聖人は、ティロンの聖テオドロスだったと思われる。
（７）　『ワシーリイ３世の病と死についての物語』参照。
（８）　ソロフキ修道院は、1420年代から30年代にかけてキリル・ベロゼルスキイ修道院の修道士であるゾシマと
サヴァーチイによって白海のソロフキ島に創建された。15世紀終わりから白海の経済的政治的中心となり、
モスクワ諸君主の庇護下にあった。『ソロフキのゾシマとサヴァーチイの聖者伝』参照。
（９）　フェオドルは1537年７月にモスクワを離れたが、それは、彼が青年時代からすでに修道生活に入る覚悟を
決めていたからである。有力で裕福で権勢のある家系の出身者で、肉体的な欠陥がなかったにもかかわらず、
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彼は30歳にいたっても結婚しなかった。しかし、彼がモスクワを去る直接のきっかけとなったのは、1537年
４月から７月までに起こった事件である。コルイチェフ家はこの事件に巻き込まれ、君主から失寵したので
ある。
 　アンドレイ・スタリツキイ公の支持者たち、フェオドルの父の従兄弟であるガヴリル・ウラジーミロヴィチ、
フェオドルの叔父であるアンドレイ・イワノヴィチ、ワシーリイ・イワノヴィチが処刑され、ゲオルギイ・
ワシーリエヴィチ公の右馬頭ウムノイ・コルイチェフが拷問の末投獄された。ウムノイ・コルイチェフはの
ちに解放されたが、キリル・ベロゼルスキイ修道院でセルギイの修道名のもとで剃髪を受けた。このことは、
イワン雷帝がキリル・ベロゼルスキイ修道院に宛てた書簡のなかで言及されている。
（10）　『フィリップ伝』のさまざまな写本のなかで、この村はキジャ、ヒジャ、ヒジとさまざまな名称で呼ばれて
いる。
（11）　フェオドルはまず間違いなく、1538年に冬道を通ってソロフキ修道院にたどり着いた。
（12）　イワン雷帝の文書によれば、アレクシイ・ユレネフは1534年からソロフキ修道院の修道院長であった。
（13）　フェオドーシイは1542年からノヴゴロド大主教となったが、それまではフトゥイニ修道院の修道院長であっ
た。1550年12月にモスクワに召喚され、大主教位を失い、ヨシフ・ヴォロコラムスキイ修道院に流刑され、
1563年に逝去した。
（14）　ノヴゴロドの職人たちが1552年に石の教会の建設に着工し、1557年の聖母就寝の祝日（８月15日）に聖別
された。
（15）　洗礼者ヨハネ斬首の付設礼拝堂は、イワン雷帝の天の守護者のために捧げられたものである。
（16）　フィリップの造った灌漑システムは、16世紀の水道技術の粋であった。修道院の壁のなかにある聖なる湖は、
島の52の湖から水を集め、２つの運河によって水を海に落としていた。
（17）　『ゾシマとサヴァーチイ伝』参照。
（18）　石の教会は1558年に起工された。『ソロフキ年代記』によれば、建設事業はかなりの額のフィリップの私財
を投じて行われた。フェオドル・スィルコフによって拵えられた金の十字架、1000ルーブリ、２つの鐘、覆
い布、領帯が、イワン雷帝によって修道院に寄進された。教会は、フィリップがモスクワに出立したのち、
1566年８月６日に聖別された。
（19）　福音書に挙げられた、キリストの死後にキリスト教を伝導した、12使徒に捧げられた礼拝堂。
（20）　聖書には、キリストの70人の弟子たちのことも言及されている。彼らは、つねにキリストにつき従ってイ
エスのすべての事績の目撃者になったわけではなかった。
（21）　イワン雷帝の息子で後継者であったイワン・イワノヴィチの天の守護者に捧げられた教会。
（22）　『ソロフキ小年代記』の記述によれば、多くのイコン、器物、法衣、書物、燈明、プスコフの職人によって
鋳造された鐘が、フィリップの個人的財産であった。
（23）　ルジェツキイ修道院の典院であったが、1526年、大公ワシーリイ３世の求めに応じてノヴゴロド大主教、
1542年からはモスクワ府主教となった。修道院制度の確立、諸聖堂の建設、書物の翻訳に尽力した。マカー
リイの主導によってストグラフ（百章）会議が開催され、『大暦年代記（チェチイ・ミネイ）』が編纂された。
（24）　世俗名は、アンドレイ・プロトポポフで、ツァーリ、イワンの信頼篤く、その懺悔聴聞司祭を務めた。
1660年代のはじめにチュードフ修道院の修道士となり、1564年３月に府主教として按手礼を受けた。軍司令
官オフチナ・オボレンスキイ（エレーナ・グリンスカヤの寵臣の息子）、ゴルバートゥイ・シュイスキイの処
刑を阻止する試みが失敗したあと、古くから府主教に認められていた「取りなし」の権利を奪われて府主教
の座を追われ、1566年、チュードフ修道院に蟄居した。この人物に関する最後の記録は、1568年である。
（25）　黒僧ピーメンは、キリル・ベロゼルスキイ修道院の修道士から、1552年11月にノヴゴロド大主教となった。
オプリチニナを軽率に支持したことで自らの評価を落とした。アレクサンドロフにたびたび足を運び、オプ
リチニキを祝福した。1570年以降は失寵した。ウラジーミル・スタリツキイ、ジグムント・アウグストとの
関係について罪を問われたのである。嘲弄をも被った。スカマロフ（異教楽師）として登録され、「妻」とし
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て雌馬をあてがわれた。そのあと、ヴェネフスキイ神の御母昇天修道院に流され、そこで1572年11月に死んだ。
（26）　ゲルマン・ポレフは、1564年３月に按手礼を受けた。1556年４月にツァーリ、イワンの提案を受け入れ、
府主教宮殿に到着した。最後の審判での神罰を被ると専制君主を脅し、府主教への叙聖の条件として、オプ
リチニナ廃止を要求した。スクラトフ＝ベリスキイ、バスマノフ、グリャズノイは、ゲルマンの府主教への
推戴に反対したため、２日後にゲルマンは府主教館をあとにした。フィリップを支持した。1567年11月６日、
モスクワで「疫病」のために逝去した。ほかの史料によれば、ゲルマンはイワン雷帝の命令によって首を刎
ねられた。1595年、聖者の列に加えられた。
（27）　スーズダリ、タルサの主教、1567年に叙聖された。周知の通り、スーズダリはオプリチニナの領土だった。
1569年９月に、主教位から追われた。
（28）　1562年にシーモノフ修道院の典院から主教に叙聖された。オプリチニナ政策を積極的に支持した。1569年
に主教位を追われた。
（29）　1567年７月28日までスモレンスク、ブリャンスク主教としてシメオンを名乗っていた。主教位は1555年３
月に受けた。それまでは、キリル・ベロゼルスキイ修道院典院であった。
（30）　1567年からトヴェーリ主教、それまでは、カザン救世主変容修道院の院長。1570年に主教位を離れ、自ら
の修道院に戻り、そこで1576年に死んだ。1595年に聖者に列せられた。
（31）　聖堂における勤行規則の制定者。1565年からヴォログダならびにヴェリコペルミの主教。1577年に死んだ。
1572年の宗教会議で、イワン４世が規則に反して４回目の婚姻に臨むのを許した。
（32）　フィリップの立場はかなり困難であった。1566年７月20日、フィリップは「オプリチニナとツァーリの家
庭のことには介入しない」というイワン雷帝の条件を受け容れた。その代償として、ツァーリはオプリチニ
ナを廃止するように署名をした300人のゼムシチナに属する人間を許した。コルイチェフ家は、ゼムシチナの
長である大貴族、イワン・フョドロフと縁戚関係にあった。しかしながら、処刑はじきに復活した。聖者伝
においては、フィリップは最初から、オプリチニナの首尾一貫した、妥協不可能な反対者であった。
（33）　クレムリンの受胎告知聖堂の長司祭、エフスターフィイは、アファナーシイのあとにツァーリの懺悔聴聞
司祭となった。エフスターフィイはきわめて安易にツァーリの罪を許した。年代記の記事によると、彼は
1570年のイワン雷帝のノヴゴロド遠征に同伴し、彼によって行われたすべての罪を赦して祝福した。
（34）　聖セルギイ三位一体修道院とペレヤスラヴリ・ザレスキイの中間、セラ川のほとりに位置する。1514年に
創建され、イワン雷帝の治世においてはオプリチニナ帝国の首都となった。
（35）　クレムリンのウスペンスキイ（聖母就寝）聖堂のこと。1479年にアリストテレ・フィオラヴァンティによっ
て建てられたルーシの主聖堂。
（36）　ビザンツの文筆家アガペトスの「聖なる帝国の教訓」10章の断片。「航海する者たちについて。船乗りが間
違いを犯したなら、航海する者たちに災いをもたらすであろう。だが、舵取りが誤りを犯したなら、船全体
が破滅するだろう。」
（37）　『詩篇』54篇５節（「「異邦の者が私に逆らって立ち、暴虐な者が私の命を狙っています」）を踏まえた台詞
である。
（38）　ウスペンスキイ聖堂でフィリップがイワン雷帝を祝福することを拒んでから、長老レオンチイ・ルシノフ、
ニキータ・アプーフチン、フョドル・ルシン、セミョン・マヌイロフらは瀕死の状態になるまで殴られた。
（39）　グリゴーリイ・ルキヤノヴィチ・マリュータ・スクラートフ＝ベリスキイ（1573年没）は、オプリチニナ
軍の軍司令官。彼の名前は否定的なものとなった。
（40）　ワシーリイ・グリゴリエヴィチ・グリャズノイ＝イリインは士族出身で、イワン雷帝にもっとも近いオプ
リチニナの一員。その運命については、『イワン雷帝の書簡』を参照。
（41）　フィリップは民衆の深い尊敬とゼムシチナの支持を獲得していただけに、フィリップの敵対者たちはフィ
リップを追い落とすのに際して嘘に頼るしかなかった。
（42）　ほとんどすべてのオプリチニナの指導者たちは、1570年代の初めに失寵した。チェルカスキイ、ヴャゼム
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スキイ、ヤコヴレフは処刑され、バスマノフはツァーリの命令により自らの息子によって殺され、グリャズ
ノイはクレムリンの牢に繋がれた。
（43）　ここでは、「炉の場面 Пещное действо」という教会の儀式が念頭に置かれている。「炉の場面」は、旧約聖
書『ダニエル書』３章22-51節、バビロニア王ネブカドネザルによって燃え盛る炉に投ぜられた３人の若者、
ハナンヤ（シャドラク）、ミシャエル（メチャク）、アザルヤ（アベド・ネゴ）が生還するエピソードに依拠
する、演劇的要素をともなった教会儀礼で、そこに登場する「カルデア人」はネブカドネザルの廷臣である。
（44）　プロホル、ニカノル、チモン、パルメンら、70人使徒たちの祝日のこと。７月28日。
（45）　ジェヴィチェエ・ポーレ（処女の野）の新しい修道院は、1524年から25年にかけてワシーリイ３世によっ
てスモレンスク併合を記念して創建された。その主聖堂はスモレンスクの神の御母のイコンに捧げられたも
のであったが、その左側に付設された礼拝堂は70人使徒に捧げられていた。スモレンスクが陥落した７月28
日は70人使徒の記念日であった。
（46）　多くの場合、貴顕が被っていた東方由来の帽子。タフィヤを被ってはいけないという決定が、1551年２月
のストグラフ会議で採択された（39条）。
（47）　アブラハムの妾で、その息子イスマエルを産んだ。ハガル、イスマエルはムスリムの祖先とされた。
（48）　おそらく、スパソ・アンドロニエフ修道院の典院（修道院長）であったフョドル・ヴャトカのこと。この
修道院は、モスクワのゼムシチナ側にあった。『フィリップ伝』のある編纂本（フロノグラフ版）のなかでは、
この人物はノヴィンスキイ修道院典院となっている。
（49）　ワシーリイ・イワノヴィチ・チョムキン＝ロストフスキイ（1572年没）のこと。スタリツキイ公家につか
える大貴族であった。リヴォニア戦争のごく初期、リトアニア人の捕虜となり、彼の兄弟たちと息子が「カ
ザン地方」に流刑にされたときも、リトアニアに留まった。1567年７月、捕虜の身から解放されて帰還したが、
それからあとは、オプリチニナの積極的な活動家になった。府主教フィリップの一件は、ある意味で、忠誠
心を試すためのテストであったが、彼はそれを耐え抜いた。しかしながら、1572年に処刑されている。
（50）　府主教フィリップ追い落とし劇における、ソロフキ修道院長、パイーシイの役割は明らかではない。『フィ
リップ伝』のすべての編纂本で、彼はそのほか10人の長老たちとともにフィリップを中傷したとされている。
しかしながら、1567年にパイーシイは修道院長の位を失ってモスクワに護送され、同時にソロフキ修道院の
財産は封印されたことが知られている。この事実は、パイーシイも長老たちもフィリップの中傷を拒絶し、
このために彼らも修道院も失寵したと仮定する有力な根拠を提示している。
（51）　『詩篇』７篇16章。
（52）　この規則は、『ストグラフ（百章）』43-46章のなかでしばしば引き合いに出されている。
（53）　アレクサンドル（他史料ではアレクセイ）・ダニーロヴィチ・バスマノフ＝プレシチェエフは、ワシーリイ
３世の寝殿官の息子で軍司令官。カザン近郊でのタタール人との戦闘で軍功を上げたほか、リヴォニア戦争
のときはわずかな軍勢でナルヴァ占領を成し遂げた。1564年からは大貴族。アンドレイ・クルプスキイが主
張するところでは、シレメチェフ家、レプニン家、カシン家にたいする制裁を先導した。1569年にイワン雷
帝の命令により、自らの息子フョードルの手にかかって殺された。
（54）　1568年11月にフィリップが府主教位を追われてから、そのときまで聖三位一体セルギイ修道院の典院で、
ツァーリの残虐行為を沈黙を守りながら目撃してきたキリルが府主教となった。キリルは1572年ノヴィンス
キイ修道院に埋葬された。彼に替わって府主教位に即いたアントーニイは、ポーロツク主教であったが、
1581年のはじめに逝去し、モスクワの町の外に葬られた。ノヴゴロド近郊のフトィニ修道院の修道院長から、
1581年に按手されて府主教位に即いたディオニーシイは、1586年にフトゥイニに送還され、そこで逝去した。
このようにフィリップの予言はすべて実現したと見なすことができる。
